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質 問 日 順 番 氏 名 ページ 備 考 

12 月 18 日 

（水） 

1 玉 城 義 彦 １－３  

2 野 原 邦 男 ４－６  

3 金 城 秀 雄 7  

4 新 垣 勝 夫 8－９  

5 豊 川 翔 平 10－12  

12 月 19 日 

（木） 

6 宮 城 勝 也 13－16  

7 砂 川 泰 秀 17－18  

8 神 谷 信 夫 19－22  

9 米 増 雄 二 23－24  

10 神 谷 清 一 25－28  

12 月 20 日 

（金） 

11 新 垣 正 春 29－30  

12 永 山 清 和 31－34  
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質問順 １ 
氏

名 
玉 城 義 彦 

一 般 質 問 通 告 書 

件  名 発 言 の 要 旨 
答弁を 

求める者 

１、こども家庭

センターにつ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２、「高齢者の

保健事業と介

護予防の一体

的な実施」につ

いて 

令和５年１２月定例会において、宮城勝也議員

の一般質問に「こども家庭センターの設置に向け

て、令和 6 年度は、設置に向けて関係機関と連携

を図りながら令和７年度設置に向けて取り組んで

行く」との答弁があった。令和６年３月定例会に

おいてはセンターの場所、職員の配置、開設に向

けての課題等について私から質問を行った。  

 

（１）子ども家庭センター開設に向けた作業の進

捗について質問する。 

 

（２）作業を進めていく中で、新たな課題等はあ

ったのか質問する。 

 

 

 

令和６年３月定例会において「長寿健診の結果、

高血圧の未治療者や血糖値が高い方等で異常がで

た方を対象に医療機関への受診勧奨や同行受診を

行い、治療を継続することで、検査結果の悪化や

治療中断を防ぐ成果が得られた」と町長の答弁が

あった。この事業は沖縄県後期高齢者医療広域連

合の委託事業として財源が確保されていると認識

している。  

 

（１）令和７年度以降の事業計画及び財源の見通

しについて質問する。 

町 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 
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質問順 １ 
氏

名 
玉 城 義 彦 

一 般 質 問 通 告 書 

件  名 発 言 の 要 旨 
答弁を 

求める者 

３、畜産業支援

について 

 

畜産業費は令和６年度当初予算においては３９

５万円の計上、令和６年９月定例会において、畜

産飼料購入助成事業補助金として単費で７００万

円一般会計補正予算（第３号）に計上された。相

変わらず飼料、燃料費等の購入費高騰が続いてお

り、経営を圧迫していると生産者からの声がある。 

  

（１）令和６年度中に改めて支援する計画がある

のか質問する。  

 

（２）令和７年度について支援計画や財源の見通

しについて質問する。 

  

 

町 長  
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質問順 １ 
氏

名 
玉 城 義 彦 

一 般 質 問 通 告 書 

件  名 発 言 の 要 旨 
答弁を 

求める者 

４、防災につい

て 

１１月８日～９日にかけて発生した沖縄県本島

北部地域の豪雨で、沖縄県においては「災害救助

法」が適用困難な状況となった。  

災害発生の「恐れ」の時点で３つの条件が整っ

ていれば申請できるとされているが、今回は沖縄

県の不備で申請困難となったと新聞等で報道され

ている。  

 

（１）災害発生の「恐れ」が想定された場合、条

件の一つとされている「県と市町村の災害

対策本部が設置されていること」について

質問する。 

  

（２）災害発生の「恐れ」が想定された場合、条

件の一つとされている「住家被害が発生し

ているまたは発生する可能性が高い場合」

についての把握状況を質問する。  

 

（３）災害発生の「恐れ」が想定された場合、条

件の一つとされている「原則として避難所

が開設され、避難生活の継続が見込まれる

こと」中の「避難生活の継続が見込まれる

こと」についてどのように見込判断するの

か質問する。  

 

（４）災害発生の「恐れ」が想定された場合、県

との連携が重要になると認識するが、県に

どのように働きかけるのか質問する。 

町 長 
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質問順 ２ 
氏

名 
野 原 邦 男 

一 般 質 問 通 告 書 

件  名 発 言 の 要 旨 
答弁を 

求める者 

１、富盛地区へ

農業用水を！ 

富盛地区の農業従事者より農業用水の供給依頼

があります。 

以前、大頓地区から富盛地区への地下ダムの農

業用水延長工事の話がありました。 

 

（１）富盛地区への農業用水延長計画が進展して

いない原因を伺う。 

 

（２）当時の農業用水延長工事の規模について伺

う。 

 

（３）今後、富盛地区への農業用水延長工事計画

はあるのか伺う。 

 

 

 

 

町 長 
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質問順 ２ 
氏

名 
野 原 邦 男 

一 般 質 問 通 告 書 

件  名 発 言 の 要 旨 
答弁を 

求める者 

２、町体協主催

の夏季大会、陸

上競技大会の

改革を！ 

 町体育協会主催で毎年行われている成人の夏季

大会、陸上競技大会は各字・自治会とのつながり

という点においては伝統があり良い行事だと思う

が、現在の個人の働き方・趣味の多様化などを考

えると大会の在り方を少し改善したほうが良いと

考える。 

 

夏季大会 

 

（１）過去３年間の各競技（サッカー、バレーボ

ール等）の参加チーム数(字・自治会名も）、

優勝・準優勝チームはどの字・自治会か伺

う。 

 

（２）現在の夏季大会への参加資格の条件を緩め、

多くの方がその競技を楽しめるように改善

できないか伺う。 

 

＊現在の参加資格は現住所か本籍がその字・自治

会にあることとなっている。 

 

 

教 育 長 
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質問順 ２ 
氏

名 
野 原 邦 男 

一 般 質 問 通 告 書 

件  名 発 言 の 要 旨 
答弁を 

求める者 

 陸上競技大会 

 

（３）過去３年間の陸上競技大会への参加チーム

数（字・自治会名も）、優勝・準優勝チーム

はどの字・自治会か伺う。 

 

（４）島尻郡大会への予選を兼ねて毎年８月に開

催していると思われるが、過去３年間でこ

の町陸上競技大会に出場し、八重瀬町の代

表として島尻郡大会に出場した選手は何

名、何％くらいいるのか伺う。 

 

（５）明日の八重瀬町のスポーツの発展を願い、

町陸上競技大会の開催時期、大会の在り方、

観客の動員方法などを話し合う各字・自治

会、青年会、町体育協会、役場、関係者を

含めた協議会を開催する意向はないか伺

う。 

教 育 長 
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質問順 3 
氏

名 
金 城 秀 雄 

一 般 質 問 通 告 書 

件  名 発 言 の 要 旨 
答弁を 

求める者 

１、沖縄県営水

質保全対策事

業八重瀬第 3

地区について 

 

 

 

 

 

 

 

２、土地改良の

解散に向けて 

 

（１）9 月議会で町長から県営での採択は厳しい

との事でした。今後町営で事業をしていく

との事ですが具体的に採択に向けていつ頃

から地主に説明していくのか伺います。 

 

（２）第 3 地区は計画から今まで約 17 年経過して

います。地主に丁寧な説明が必要と思います

がどのようにお考えでしょうか。 

 

 

 

（１）旧東風平地域で未解散が 6 箇所、旧具志頭

村営土地改良事業で 8 箇所が精算出来てい

ません。今後の八重瀬町としての方針をお

聞かせください。 

 

（２）旧東風平地域 6 箇所の未解散と旧具志頭村

営の未精算８箇所の地域の公表は出来ない

でしょうか。 

 

（３）未解散と未精算の地域別に町の監査は出来

ないでしょうか。 

 

 

町 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 
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質問順 4 
氏

名 
新 垣 勝 夫 

一 般 質 問 通 告 書 

件  名 発 言 の 要 旨 
答弁を 

求める者 

１、「英検」助

成金について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２、脱水症への

注意喚起 

 

社会のグローバル化に伴い２０２０年４月か

ら、新学習指導要領に基づき小学校高学年（５・

６年生）から外国語の必修化が実施されている。 

「英検」の検定料を助成している市区町村がある

が八重瀬町について以下伺う。 

 

（１）「英検」検定料の助成制度はあるのか 

 

（２）対象者 

 

（３）検定料の助成金額 

 

 

 

一年を通して脱水症になる可能性はあるが、なり

やすい時期は夏と冬である。 

夏は発汗や喉の渇きで水分不足を自覚しやすい

が、冬は空気の乾燥によって呼吸や皮膚から水分

が蒸発する「不感蒸泄」のため、「かくれ脱水」が

増えるが脱水症について、予防方法等、町民に対

し注意喚起を行っているか伺う。 

 

教 育 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 
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質問順 4 
氏

名 
新 垣 勝 夫 

一 般 質 問 通 告 書 

件  名 発 言 の 要 旨 
答弁を 

求める者 

３、人事異動に

ついて 

来年度、４月１日からに向けて、組織の活性化、

マンネリ化、不正防止、効率的な組織運営を目的

に人事異動が行われるが、以下伺う。 

 

（１）職員に希望等を聞いているか 

 

（２）職員のプライベート（育児・介護休業法２

６条）等の状況を加味されているか 

 

（３）職員に公平性、異動の際に説明等は行って

いるか 

 

（４）職員の専門性、適材適所の異動となってい

るか 

 

町 長 
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質問順 ５ 
氏

名 
豊 川 翔 平 

一 般 質 問 通 告 書 

件  名 発 言 の 要 旨 
答弁を 

求める者 

１、教育行政に

ついて 

東風平中学校の特別教室棟に閉鎖されたトイレ

が男女合わせて6箇所（男子トイレ3箇所、女子ト

イレ3箇所）ある。現状は校内に使用できるトイレ

が16箇所ほどで、身障者用のトイレは体育館の1

箇所のみ。現在、東風平中学校には全校生徒約900

名が在籍しており、来年度には約930名に増加する

見込みで、トイレの数不足が懸念される。 

また、東風平中学校は災害時の指定避難所、指

定緊急避難場所に指定されている。災害時の衛生

管理の観点からも、トイレの数を確保するべきと

考える。 

 

（１）閉鎖されたトイレの補修要請は学校側から

あるか 

 

（２）学校トイレの数に関するガイドラインや指

針を町は保有しているか 

 

（３）町の見解と補修計画、増築計画の有無につ

いて 

教 育 長 
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質問順 ５ 
氏

名 
豊 川 翔 平 

一 般 質 問 通 告 書 

件  名 発 言 の 要 旨 
答弁を 

求める者 

２、教育機関の

生理用品設置

状況について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

町内の各学校において生理用品の設置状況調査

を行った。結果は別添の通りである。 

今までの保健室に生理用品が常備されて必要な

ときにもらうという形式から、全国的に学校の女

子トイレ各個室に生理用品を常備することが増

え、子どもたちが安心して質の高い教育を受ける

ためにも必要な措置ではないかと考える。 

 

（１）女子トイレ各個室に常時設置することへの

町の見解 

 

（２）近隣市町村の設置状況 

 

（３）近隣市町村の予算措置の状況 

 

（４）子ども・子育て支援交付金、子どもの貧困

緊急対策事業、地域女性活躍推進交付金等

を学校の消耗品費に活用することは可能か 

 

 

 

 

教 育 長 
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質問順 ５ 
氏

名 
豊 川 翔 平 

一 般 質 問 通 告 書 

件  名 発 言 の 要 旨 
答弁を 

求める者 

３、安心・安全

なまちづくり

について 

糸満警察署に確認したところ、町内で「闇バイ

ト」が起因とされる犯罪はなく、令和 3 年から令

和 5 年にかけての強盗は 0 件であった。空き巣や

無断で敷地内への侵入が令和 3 年に 3 件、令和４

年に 6 件、令和 5 年に 4 件の計 13 件であった。 

 

（１）町の防犯対策への取組状況 

 

（２）町の犯罪情勢（犯罪の種類、件数について

過去 3 年間の推移） 

 

（３）防犯カメラの設置状況 

町 長 
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質問順 ６ 
氏

名 
宮 城 勝 也 

一 般 質 問 通 告 書 

件  名 発 言 の 要 旨 
答弁を 

求める者 

1、2034 年国民

スポーツ大会

沖縄開催につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２、犯罪被害者

支援条例につ

いて 

 

 

2034 年の国民スポーツ大会沖縄開催は、本町に

とってもスポーツ振興や地域活性化の絶好の機会

である。 

 

（１）大会を町としてどのように受け止め、町民

や関係者とどのように取り組んでいくか。 

 

（２）町内体育施設の老朽化が課題となっている

が、この大会を契機に施設整備を進めるべ

きと考える。また、町体育協会や地域スポ

ーツ団体の活性化や町民のスポーツ参加促

進、多世代がスポーツを楽しめる仕組みづ

くりも進めていく必要があると考えるが、

町の見解を伺う。 

 

 

 

県では令和 4 年に「沖縄県犯罪被害者等支援条

例」を制定し、県全体の支援体制が強化されてい

る。 

 

（１）犯罪被害者やその家族に対する現状の支援

体制について伺う。 

 

（２）本町において犯罪被害者支援条例を制定す

ることについて、町として条例の必要性を

どのように考えるか。 

 

教 育 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 
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質問順 ６ 
氏

名 
宮 城 勝 也 

一 般 質 問 通 告 書 

件  名 発 言 の 要 旨 
答弁を 

求める者 

３、児童生徒に

対する金融リ

テラシー・ネッ

トリテラシー

教育について 

 

 

 

 

 

 

 

 

４、分煙環境の

整備について 

金融リテラシーやネットリテラシーは、現代の

児童生徒にとって必要不可欠なスキルである。 

 

（１）小中学校における金融リテラシー教育、ネ

ットリテラシー教育の現状について伺う。 

 

（２）企業や地域団体、専門家などと連携して構

築した独自の教育プログラムやワークショ

ップなどを実施することについて、町の見

解を伺う。 

 

 

 

令和 6 年 4 月に総務省から、地方たばこ税を活

用した分煙施設整備や受動喫煙防止策の推進に関

する通知が発信されている。本町でも、望まない

受動喫煙を防ぎ、地域の実情に応じた分煙環境の

整備や喫煙への対応を進めることが重要である。 

 

（１）健康増進法に基づき、どのような受動喫煙

防止対策が講じられているか。喫煙者が使

用するスペースや設備について、現状の整

備状況について伺う。 

 

（２）これまでに町民や施設利用者から喫煙環境

に関する意見や要望、喫煙に関するゴミ問

題や路上喫煙のトラブルなどが発生した事

例はあるか。 

教 育 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 
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質問順 ６ 
氏

名 
宮 城 勝 也 

一 般 質 問 通 告 書 

件  名 発 言 の 要 旨 
答弁を 

求める者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５、固定資産税

について 

 

 

（３）喫煙者と非喫煙者の双方に配慮した分煙施

設の整備を町として進める考えはあるか。 

 

（４）総務省通知では、地方たばこ税を活用した

分煙施設整備を進めるよう求められている

が、その活用について町の見解を伺う。 

 

 

 

本町では固定資産税の上昇が続いており、町民、

特に低所得者や高齢者への負担が懸念される。ま

た、住民が税収増による恩恵を感じていないとの

声もある。 

 

（１）固定資産税の上昇に伴う住民負担について、

町としてどのように認識しているか。 

 

（２）低所得者や高齢者の負担を軽減するための

具体的な施策を検討しているか。 

 

（３）税収増が町民生活に還元されるような取り

組みをどのように進めているか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 
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質問順 ６ 
氏

名 
宮 城 勝 也 

一 般 質 問 通 告 書 

件  名 発 言 の 要 旨 
答弁を 

求める者 

６、子育て支援

政策について 

乳幼児家庭における育児用品の確保や支援の必

要性が社会課題としてマスコミ報道されるなど注

目されている。本町においても、経済的負担を感

じる家庭が存在する可能性があることから、現状

の確認と今後の対応について伺う。 

 

（１）町内の乳幼児家庭における育児用品（ミル

クやオムツなど）の確保に関する課題につ

いて、行政としてどのように状況を把握し

ており、特に低所得世帯やひとり親家庭で

の影響をどのように捉えているか。 

 

（２）既存の子育て支援政策の中で、乳幼児家庭

を対象とした具体的な物資支援の取り組み

や過去の実績があれば伺う。また、その実

施状況や課題についてどのように認識して

いるか。 

 

（３）他自治体で行われているミルクやオムツ支

援の事例を参考に、本町でも経済的支援が

必要な家庭を対象とした施策を検討する考

えがあるか。 
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質問順 ７ 
氏

名 
砂 川 泰 秀 

一 般 質 問 通 告 書 

件  名 発 言 の 要 旨 
答弁を 

求める者 

１、町道敷地民

有地（未登記道

路）について 

（１）本町全域での町道路敷地民有地（未登記道

路）は、令和３年１２月定例会の故・神谷

秀明議員への答弁では、土木建設課で集計

中との事でしたが、本町全域での未買収の

町道路敷地民有地（未登記道路）の面積を

再度伺います。 

     

（２）令和３年１２月定例会の故・神谷秀明議員

への答弁では未買収の状況確認作業を進め

るとの事でしたが、具志頭地区町道の未買

収状況確認の進捗を伺います。 

     

（３）町道路敷地民有地（未登記道路）の買収に

ついては①補助事業の場合は分筆し買収す

る。②単独事業の場合は土地の贈与又は買

収。③その他の場合は贈与をお願いする。

との答弁だが、今後の計画と③の場合の方

法を伺います。 

 

（４）未買収の町道路敷地民有地（未登記道路）

として供用してから、いまだに固定資産税

が課税されている町道路敷地民有地（未登

記道路）があります。町道路敷地民有地（未

登記道路）の固定資産税総額を伺います。 

 

（５）地方税法第３４８条第２項第５号で「固定

資産税は公共の用に供する道路、運河用地

及び水道用地に課することができない。」と

ありますが、永年、固定資産税を課してい

る理由を伺います。 

町 長 
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質問順 ７ 
氏

名 
砂 川 泰 秀 

一 般 質 問 通 告 書 

件  名 発 言 の 要 旨 
答弁を 

求める者 

２、農地（田・

畑）の登記地目

と課税地目（現

況地目）につい

て 

 

（１）農地の現況判定方法と判定基準を伺います。 

 

（２）農地の現況判定の場合、農業委員会への確

認（介在農地等）や農業委員会の判断が反

映されるのかを伺います。 

 

町 長 
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質問順 ８ 
氏

名 
神 谷 信 夫 

一 般 質 問 通 告 書 

件  名 発 言 の 要 旨 
答弁を 

求める者 

１、区画整理事

業の違法擁壁

への是正策に

ついて 

平成 3 年 11 月 26 日付けの建築基準法第 12 条

報告書には、建築主の八重瀬町が区画整理事業に

おいて、「建築基準法第 6 条の確認申請をせずに、

施工実施し完了したものであり、深く反省し、お

詫び申し上げ、再発防止に努めます」と南部土木

事務所に提出されているのは、町長も認識してい

ると述べています。しかし、その事を抜きに、当

時の職員の判断は正しかったとなると、何の解決

策も見出せなくなると思います。伊覇地区の 21 カ

所の街区と、屋宜原地区の 13 カ所の街区の合計で

34 カ所の街区には、建築基準法の違反が報告さ

れ、12 条報告書が出されていますが、未だに是正

されていません。 

 

（１）去年の 6 月の経済建設部長の答弁では、「八

重瀬町自ら 6 条の違反があるので、それを

是正するために12条5項に基づいて安全性

の報告をさせていただいている」と言うこ

とは、建築基準法の第 6 条の確認申請をせ

ずに、法違反を認識したことになりません

か伺います。 

 

（２）伊覇・屋宜原区画整理事業には、34 カ所の

街区に法第 6 条の違反しているのは何筆の

地権者がおりますか。地権者の所有である

擁壁をどのようにして、12 条報告を出した

のか。地権者にどのように報告をしている

のか伺います。 

 

 

町 長 
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質問順 ８ 
氏

名 
神 谷 信 夫 

一 般 質 問 通 告 書 

件  名 発 言 の 要 旨 
答弁を 

求める者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２、マイナ保険

証の義務化に

伴い医師団体

が反対の声に

ついて 

 

（３）屋宜原地区の 12 街区の地権者から、当時の

事を聞き取りました。地権者からは４面の

擁壁の築造費用があれば、建物移転補償が

賄える事を役場に要請したと言っていまし

た。地権者への十分な説明がなされてない

のではないか伺います。 

 

 

 

12月2日から健康保険証の新規の発行がなくな

り、マイナカードに保険証が紐づけられ、任意の

はずのカードが政府の半ば強引な判断で義務付け

されてしまいました。全国保険医団連合会はマイ

ナ保険証の義務化に反対し、従来の健康保険証の

存続を訴えています。今でも 7 割の医療機関でト

ラブルが絶えず、障がい者・介護施設では不安の

声が上がっています。今後は、マイナ保険証と資

格確認書が混在することになりました。国民皆保

険の存続を続けるには、従来の健康保険証とほぼ、

同様に利用できる資格確認書の普及が各種トラブ

ルの解決方法だと思います。 

 

（１）10 月 28 日からマイナ保険証の登録解除が

できるようになりました。マイナンバーカ

ードに登録する際には、自分でマイナポー

タルや医療機関、コンビニでの登録が簡素

化できたのに、登録解除は、役場での申請

と解除にも理由も聞かされたのでは、不公

平に感じますが、登録解除を簡素化出来な

いか伺います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 
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質問順 ８ 
氏

名 
神 谷 信 夫 

一 般 質 問 通 告 書 

件  名 発 言 の 要 旨 
答弁を 

求める者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３、八重瀬町と

与那原町の広

域学校給食セ

ンターについ

て 

 

（２）12 月からの役場の窓口への対応はどうなる

のか、毎日のように転居や会社の退会等で

国保に加入する際は、資格確認書の発行と

なりますが、その発行には何日を要するの

か。その間に医療機関への受診はどうなる

のか伺います。 

 

（３）被保険者全員に「資格確認書」発送する予

定の自治体は東京都の世田谷区（総人口９

４万人）、新宿区（総人口３５万人）と、そ

の他全国の自治体でも検討中が続々と増え

ています。八重瀬町でも検討できないか伺

います。 

 

 

 

9 月議会において協議会の設置が決まり、それ

に伴い予算を盛り込まれましたが、町民の中には、

理解できない点があると思います。学校給食は、

義務教育の一環としても大事な学びの一つです。

私が小学校の頃には、学校に隣接して給食センタ

ーがありましたので、親しみを感じましたし、給

食の時間が楽しみの一つでした。以前との比較は

難しいかもしれませんが、食の安全、安心につい

ては今でも変わりはありません。更に、その総工

費も多額の費用がかかることも懸念材料となって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教 育 長 
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質問順 ８ 
氏

名 
神 谷 信 夫 

一 般 質 問 通 告 書 

件  名 発 言 の 要 旨 
答弁を 

求める者 

 （１）施設整備に約 55 億 9 千万円と維持管理・運

営費に 15 年間で 42 億円とＰＦＩ関連費用

に約 1 億円で総額 98 億 9 千万円が同様に

町政を圧迫しないか伺います。 

 

（２）八重瀬町と与那原町の学校給食が 7 千食分

とすると、一カ所で調理した場合に、万が

一の食中毒が発生した場合の対策は万全に

されるのか伺います。 

 

（３）豊見城市の学校給食センターでは、一カ所

で調理するのを見直して分散してリスク回

避を行う声がありますが、県内の今後の大

まかな流れをどう見ているのか伺います。 

 

（４）広域学校給食センターの採算性には疑問視

されています。ＰＦＩを活用して民間業者

での請負業者は何社あり、何時までに決め

られるのか伺います。 
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質問順 ９ 
氏

名 
米 増 雄 二 

一 般 質 問 通 告 書 

件  名 発 言 の 要 旨 
答弁を 

求める者 

１、町内道路の

整備について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２、動物愛護に

ついて 

 

（１）具志頭（東）交差点から旧多目的運動場に

向かう道路は、破損や陥没があり、交通量

も多いため、砂埃などの被害も発生してい

ます。地域住民から改善を求める声があり、

この道路の整備について、改善が可能かど

うかお伺いします。 

 

（２）玻名城第一土地改良区内の一部道路はコン

クリートで舗装されていますが、舗装面が

歪んでおり、泥がたまり雨の日には車が滑

って事故が発生することがあります。地域

住民の安全を確保するため、この道路につ

いて調査し、修正が可能かどうかをお伺い

します。 

 

 

 

（１）現在、八重瀬町ではふるさと納税を活用し

た動物愛護活動が行われており、沖縄県内

で注目されています。令和 5 年度には 2 団

体に委託されていましたが、令和 6 年度に

は 1 団体となったと聞いています。令和 5

年度から令和 6 年度にかけて、「さくら猫」

や動物保護活動の実績や進捗について、詳

細をお伺いします。 

 

 

町 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 
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質問順 ９ 
氏

名 
米 増 雄 二 

一 般 質 問 通 告 書 

件  名 発 言 の 要 旨 
答弁を 

求める者 

３、具志頭自然

保護について 

（１）ぐしちゃん浜・玻名城の郷ビーチでは、ぐ

しちゃん青年会が清掃活動を行っています

が、依然として粗大ごみの投棄や直火での

焚火が続いている状況です。これに対する

対策として、看板の内容を見直すことや、

防犯カメラの設置などが可能かどうかをお

伺いします。 

 

（２）ぐしちゃん浜では、映画のロケやツアーが

行われていることがあります。観光物産協

会を通じて公民館への連絡があれば自治会

も把握できますが、町外の企業による無許

可での撮影やツアーが行われている場合も

あります。このような無許可の活動を町で

把握できるようにする方法についてお伺い

します。 

 

町 長 



 

25 

 

質問順 10 
氏

名 
神 谷 清 一 

一 般 質 問 通 告 書 

件  名 発 言 の 要 旨 
答弁を 

求める者 

１、災害から町

民の生命と財

産を守るため

の取り組みに

ついて 

 

（１）地震や台風、災害級の大雨等に対応する際

の職員の体制と災害につながる恐れのある

河川や排水路、道路等の維持管理や調査が

必要であるが、現状の取り組みと課題はな

にか。 

 

（２）町内にある土砂くずれ危険地域の箇所は把

握しているか。過去に傾斜地などのがけ崩

れのあった地域名とどのような対策を講じ

たのか。土砂災害防止法との関連で対策は

どうなっているか。 

 

（３）土砂災害防止法は、土砂災害から国民の生

命を守るため、土砂災害のおそれのある区

域についての危険の周知、警戒避難体制の

整備、開発行為の制限、建築物の構造規制

等の対策を推進するものであるが、土砂災

害の恐れのある地域の基礎調査をして区域

の指定がされる。区域は「土砂災害警戒区

域」と「土砂災害特別警戒区域」があるが、

町内に指定された区域はあるのか。新たに

区域を指定する場合は、どのような手続き

が必要か。 

 

 

町 長 
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質問順 10 
氏

名 
神 谷 清 一 

一 般 質 問 通 告 書 

件  名 発 言 の 要 旨 
答弁を 

求める者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）盛土等による災害から国民の生命・身体を

守る観点から、盛土等を行う土地の用途や

その目的に関わらず、危険な盛土等を全国

一率の基準で包括的に規制する「宅地造成

及び特定盛土等規制法」が令和５年５月か

ら施行された。罰則規定も強化されたが、

町内の現状は把握しているか。 

 

（５）字志多伯外敷原地域の町道神田線の安全面

は調査しているか。 
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質問順 10 
氏

名 
神 谷 清 一 

一 般 質 問 通 告 書 

件  名 発 言 の 要 旨 
答弁を 

求める者 

２、２級町道神

田線の近くの

傾斜地の土砂

くずれ対策に

ついて 

（１）現場は約１年前に大雨による土砂くずれが

発生し、すぐ近くの農家のサトウキビ畑が

隆起して大きな損害を被ったため、里道を

復元するために約１トンの土嚢を数十個仮

置きして様子をみてから排水工事をすると

の説明があった。その後、再び大雨による

土砂くずれがあり、仮置きした大きな土嚢

がすべて壊れて里道の境界がわからない状

況になっている。土砂くずれの大きな要因

は大雨であるが、傾斜地に大量の土砂をい

れたことも一因であるとの指摘があり、傾

斜地の地権者にも責任があるのではないか

として傾斜地の地権者と被害にあった地主

が話し合いをして解決の方向にむけて取り

組んでいる。こうした状況について町とし

ては今後どのように関わり問題解決にむけ

て取り組むのか。土砂くずれの問題をすべ

て傾斜地の地権者と被害にあった地主の責

任にまかせていいのか。傾斜地への土砂搬

入にたいして必要な行政指導は行われたの

か地権者からも疑念の声がある。 

  

 

 

町 長 
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質問順 10 
氏

名 
神 谷 清 一 

一 般 質 問 通 告 書 

件  名 発 言 の 要 旨 
答弁を 

求める者 

 （２）土砂くずれ地域の地権者約１０名はこの間、

何度か集まり問題解決に向けて取り組んで

いるが、傾斜地域であるため農業は困難だ

として不動産業者や民間に売却して農業以

外の用途で活用できないか検討しており、

そのためにはこの地域の農振除外はできな

いか模索している。外敷原地域の傾斜地の

農振除外をするためには、どのような手続

きや課題があるのか。 

（３）この間の取り組みをみると、地権者や地主

にすべての責任を負わせて行政側は関わら

ないという姿勢がみえるが、１０年前から

傾斜地に大量の土砂や産業廃棄物が埋めら

れている状況を黙認してきた責任をどのよ

うに認識しているか。  
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質問順 11 
氏

名 
新 垣 正 春 

一 般 質 問 通 告 書 

件  名 発 言 の 要 旨 
答弁を 

求める者 

１、玻名城海岸

線の保全と活

用について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２、八重瀬町地

域公共交通に

ついて 

 

 

（１）玻名城海岸沿いにあった建物が撤去されて

から約１年になる。一部構築物が残されて

いるが、その管理はどのようになっている

か。 

 

（２）以前、構築物の壁面を有効に活用したいと

の答弁があったが、その後の経緯はどのよ

うになっているか。 

 

（３）残された構築物は、町の景観計画上、色彩

など問題はないか。 

 

 

 

（１）現在、お出かけサポート事業が実施されて

いるが、利用者等の実績は。 

 

（２）２年間の事業実施をどのように評価してい

るか。 

 

（３）隣町では、持続可能な公共交通をめざして、

AI オンデマンド交通（乗合タクシー）の実

証運行をおこなっている。町で導入してみ

る考えはないか。 

 

 

町 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 
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質問順 11 
氏

名 
新 垣 正 春 

一 般 質 問 通 告 書 

件  名 発 言 の 要 旨 
答弁を 

求める者 

３、地域の活性

化について 

 

 

 

 

４、学校給食費

の無償化につ

いて 

 

（１）観光拠点施設 「南の駅やえせ」の敷地内

にある建物の新しい借り手を募集中である

が、現時点の進捗と今後の見通しを伺う。 

 

 

 

（１）県内では、学校給食費を無償、あるいは一

部無償にしている市町村がある。県は次年

度から中学生を対象に給食費を半額補助す

る方針といわれている。また、県町村会で

は、県に対して小中学生の給食費を完全無

償化するよう要請した。市町村によって大

きな格差があってはならない。学校給食費

無償化に向けて、町長は県とどのように協

議していくか。 

 

 

町 長 

 

 

 

 

 

教 育 長 
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質問順 12 
氏

名 
永 山 清 和 

一 般 質 問 通 告 書 

件  名 発 言 の 要 旨 
答弁を 

求める者 

１、山形県米沢

市との今後の

交流は 

 山形県米沢市は、上杉謙信公を藩祖とする上杉

氏が 272 年の長い間、米沢藩の本拠としたことに

より、城下町として栄えてきた。 

 山形県の中心都市として行政、産業、教育、文

化など幅広い面で発展し、市制 135 周年を迎えて

いる。 

 上杉謙信公、上杉景勝公、直江兼続公、上杉鷹

山公など、名前を聞けば歴史好きの方には名高い

方々を輩出してきている地域でもあります。 

 これだけの歴史や文化を兼ね備えた山形県の米

沢市と本町との関係は、第 13 代目の米沢藩最後の

殿様で、第二代沖縄県令でもある上杉茂憲公が、

謝花昇先生を第 1 回県費留学生として派遣したか

らにあります。 

その様な経緯から、平成 27 年度に米沢市への

「少年少女人材育成交流事業」が始まり、継続的

に、今年度も米沢市へ行くことになっていると思

います。 

 米沢市との交流を通して、上杉家について学び、

農政改革、自由民権運動、参政権獲得運動を展開

した謝花昇先生について学び、貧しくても学問を

する事の大事さ、私たちの八重瀬町からこの様な

素晴らしい方が輩出されたことに対する誇りにも

なり、偉人謝花昇を顕彰する事にも繋がるのでは

ないかと思います。 

 私自身も、昨年 10 月と、今年の 5 月に米沢市を

訪問する機会に恵まれ、先月は米沢市より議長を

含めた５名の市議会議員が来庁いたしました。 

 

 次のことについて、伺います。 

教 育 長 



 

32 

 

質問順 12 
氏

名 
永 山 清 和 

一 般 質 問 通 告 書 

件  名 発 言 の 要 旨 
答弁を 

求める者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２、令和 7 年度

の記念事業の

予定は 

（１）今年度も「少年少女人材育成交流事業」と

して、米沢市に行かれますが、米沢市の児

童・生徒との交流はどの様な形で行われま

すでしょうか。 

 

（２）「少年少女人材育成交流事業」以外の交流の

仕方もあるかと思いますが、計画等あるの

でしたらお聞かせください。  

 

（３）令和 7 年度は、八重瀬町政２０周年、謝花

昇先生生誕１６０年になります、これを契

機に山形県米沢市と本町と「友好都市」を

締結する考えはないか伺います。 

 

 

 

次年度、令和７年度は謝花昇生誕１６０周年、

八重瀬町施行２０周年、戦後８０年を迎える。そ

の様な節目となる令和７年度の記念事業の予定は

どうなっているのか、どの様な取り組みをするの

か伺います。 

 

（１）謝花昇先生の親族を訪問するとの話があっ

たが、どうなったのか。その訪問の趣旨を

お聞かせください。 

 

（２）謝花昇先生の生誕１６０周年記念事業の予

定をお聞かせください。 

教 育 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教 育 長 
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質問順 12 
氏

名 
永 山 清 和 

一 般 質 問 通 告 書 

件  名 発 言 の 要 旨 
答弁を 

求める者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３、体育施設の

夏季利用時間

変更を 

（３）令和８年 1 月に町政施行２０周年となる。

どの様な記念事業を予定しているのかお聞

かせください。 

 

（４）戦後８０年目を迎え、悲惨な戦争体験者が

減少していく中で、戦争の悲惨さ、平和の

尊さを次世代に受け継いでいくための取り

組みをどの様にするのかお聞かせくださ

い。 

 

 

 

「地球沸騰化」とも言われる近年、各地で猛暑

日が続き、熱中症による救急搬送人員は毎年数万

人を超え、死亡者数も毎年１，０００人を超える

状況となっている。 

 学校の部活動や子どもたちが運動する屋外授業

にも影響が出ており、日本スポーツ協会が決めた

「熱中症予防のガイドライン」では、「暑さ指数３

１℃で原則運動中止」の運動指針がある。（添付資

料をご覧ください。） 

 「暑さ指数」とは、「気温」「湿度」「地面や建物、

人体から出る放射熱」などから算出する指標で、

「暑さ指数３１℃」の目安となるのは、参考とし

て気温３５℃となっている。気温３１から３５℃

で厳重警戒（激しい運動は中止）、２８から３１℃

で警戒（積極的に休憩）となっている。 

 子どもたちがスポーツをする機会が失われるこ

とが無いよう、状況を改善する必要があるかと思

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教 育 長 
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質問順 12 
氏

名 
永 山 清 和 

一 般 質 問 通 告 書 

件  名 発 言 の 要 旨 
答弁を 

求める者 

 次の事について伺います。 

 

（１）運動公園体育施設使用開始時間が午前 9 時

からになっているが、夏季（4 月から 10 月）

における利用開始時間を夏季期間限定で午

前 7 時にすることはできないか伺います。 

 

（２）隣市町、県営施設で既に実施されていると

思うが、その状況についてはどの様に考え

ますでしょうか。 

 

（３）夏季期間（４月から 10 月）限定で開始時間

を早めた際の問題、課題等は何でしょうか。 

 

 

教 育 長 
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